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セメント質形成中における Wnt /β-カテニンシグナルで正に制御された Gli-1 陽性間葉系前

駆細胞の二相性による特徴 
 

セメント質は、歯牙と歯槽骨を固定する重要な役割を持つ歯周組織である。しかしながらセメント

質の起源や形成メカニズムについてはいまだに不明な点が多い。近年、幹細胞の動態を追う細

胞系譜解析が発達し、その幹細胞マーカーとして「Gli1」と呼ばれるマーカーが有効であることが

報告されている。また幹細胞の維持や組織の発達に重要なシグナルであるWnt/βカテニンシグナ

ルは、セメント質の形成においても重要な役割を果たすことが報告されている。本論文では、Gli1
陽性細胞のセメント質形成における役割と、その形成過程におけるWnt/βカテニンシグナルの寄

与について明らかにした。まず加齢に伴いGli1陽性細胞が減少し、セメント質が増加することを示

した。また、Gli1陽性細胞の細胞系譜解析により、加齢に伴いGli1陽性細胞の子孫細胞の増加、

およびそのセメント芽細胞への分化を確認した。またDTAモデルでは、Gli1陽性細胞の枯渇により

セメント質の減少が確認された。次に、Wnt/βカテニンシグナルを恒常的に活性化したモデルで

は、Gli1陽性細胞のセメント芽細胞への分化亢進とセメント質の増加を確認した。さらにWnt/βカ
テニンシグナルの不活化モデルでは、Gli1陽性細胞とセメント芽細胞の両者において減少が見ら

れた。最後に、Wnt/βカテニンシグナルのアンタゴニストであるスクレロスチンをブロックする抗スク

レロスチン抗体（Scl-Ab）を、全身投与したモデルでは、Wnt活性によるGli1陽性細胞の増加とセ

メント質の増生が確認された。以上のことから、Gli1陽性細胞とセメント質の形成には正の関係が

あり、同細胞の制御機構としてWnt/βカテニンシグナルが重要な役割を果たすことが示された。 

 


